
別紙１ 

「電波の日」東海総合通信局長表彰 

１ 個人：１件、団体：３件 

（敬称略） 

受賞者名 功績の概要 

大竹
おおたけ

 丈夫
たけお

 

（株式会社ベータテック 相談役） 

多年にわたり、無線従事者の資格取得に向けた教育に卓

越した指導力と豊富な経験をもって取り組み多くの合格

者を輩出するなど、無線通信分野の人材育成に多大な貢献

をされました。 

愛知県電波適正利用推進員協議会
あ い ち け ん で ん ぱ て き せ い り よ う す い し ん い ん き ょ う ぎ か い

 

（会長 中山
なかやま

 一郎
いちろう

） 

電波の適正な利用について、親子電波教室の開催をはじ

めとする地域に密着した周知啓発活動を積極的に推進す

るなど、電波利用環境の健全な発展に多大な貢献をされま

した。 

株式会社鈴鹿メディアパーク 

株式会社鈴鹿コミュニティー 

（代表取締役社長 加藤
か と う

 正彦
まさひこ

） 

地域住民自らが事前に登録して防災情報等を提供でき

るシステムの構築やラジオ局の緊急放送等を自動販売機

から直接放送する「飲む防災、飲む防犯」システムを事業

化するなど、地域の安心・安全の確保に多大な貢献をされ

ました。 

第四管区海上保安本部 

（本部長 林
はやし

 一馬
か ず ま

) 

海上における無線通信の重要性を深く認識し、不法無線

局の排除に向けた取締りを積極的に実施するなど、電波利

用の秩序維持に多大な貢献をされました。 

 

  


